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抄録
基礎看護技術における「清拭」に関する研究内容を概観し、研究の動向から教育への示唆を得
ることを目的に、医学中央雑誌 Web 版にて「看護基礎教育」「清拭」のキーワードで、過去10年、「原
著論文」で国内文献の検索を行った。結果、83文献が抽出され、10文献を対象とし、研究目的、対
象、内容、課題について一覧表を作成し研究の動向について分析した。「清拭」は複雑で複合的な
要素を含み、かつ多様な配慮が必要であるため、学生にとって難易度の高い援助であるが、学内演
習で学ぶ清拭は、臨床で行われている清拭と乖離がある。多忙な臨床の中で、時間短縮のために効
率性や簡便性を優先せざるを得ない現状は否めないが、患者への配慮である保温やプライバシーへ
の配慮については、簡略化してはならない教育内容である。明らかにされているエビデンスと慣習
で行っている技術について、原理原則に立ち戻って考えることができるような教育が必要である。
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Ⅰ．緒言
　「清拭」は、体を拭くことによって清潔を保
つ方法であり、入浴やシャワーができない場合
に皮膚の汚れを落とす目的で行われるものであ
る。しかし、単に身体の清潔を保つだけではな
く、拭く行為によってもたらされるマッサージ
効果による血流促進や、爽快感や快適性がもた
らすリラックス効果や看護者と対象者の親密な
コミュニケーションが生まれるなど、心身に共
に良い影響を与えるものである。入浴の習慣を
持つ日本人にとって清潔ケアは患者のニードを
満たすうえで重要な意義があるだけでなく、患
者の全身を観察する重要な機会でもある（松村，
2014）。また、身体を清潔にすることは人間の
基本欲求であり、個人が独立して生活するため
に行う基本的な身体活動の一つである。「清潔
にする」ニーズが満たされなければ、皮膚の機
能は低下し、感染や疾病の悪化をまねくばかり
でなく、自尊心や美意識の低下によって精神的、
社会的にも影響を及ぼすことになる（川口，
2013）。
　少子高齢化が一層進む中で、患者をはじめと
する対象へのケアを中心的に担っている看護職
員は、その就業場所も医療機関に限らず在宅や
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施設等へ拡がっており、多様な場において保
健・医療・福祉を提供することが期待されてお
り、対象の多様性・複雑性に対応した看護を創
造する能力が求められている（厚生労働省，
2019）。このような背景を受け、在宅ケアを見
据えた看護技術教育の必要性が求められる時代
となってきている。加藤木ら（2016）の研究に
おいても、入院期間の短縮は在宅ケアにおいて
清拭が求められることにつながるため、看護技
術は病院内に限らずどこでも使えることを念頭
に置いて考える必要があると述べられている。
このような背景から、基礎看護技術教育におい
て、在宅看護を見据えた技術教育が必須となり、
日常生活援助に関しても適応幅を拡大した考え
方が重要となろう。
　現在、学内演習において「清拭」は、最も複
雑な手順が求められる“ベッド上臥床患者”を
想定し、入院している患者を看護師が全介助す
る状況設定での技術を中心に実施している。ま
た、臨地実習において「清拭」は学生の多くが
経験する技術項目である（藤澤，2019）が、臨
床現場で体験する簡易的な清拭と学内で学ぶ原
理原則を意識づけた方法で学ぶ清拭との乖離は
否めず、学生はギャップを感じ、混乱する要因
となっている。
　カリキュラム改正を目前に今後の基礎看護技
術教育を再構築していく上で、時代のニーズと
現状の問題を踏まえ、今後の教育の方向性を検
討していく必要性があると言える。
　「清拭」に関しては、細矢（2010）の過去10
年間の研究論文の分析、宍戸ら（2016）の統合
的文献レビュー、藤澤ら（2019）の実習におけ
る学生の看護技術経験内容に関して文献検討が
行われている。しかし、「清拭」に関しての基
礎看護技術教育に焦点を当てた文献検討は見当
たらなかった。
　そこで、今回は看護教育機関を主とした文献
に焦点を当てて文献検討を行うこととした。
Ⅱ．研究目的
　看護基礎教育機関の基礎看護技術における
「清拭」に関する研究内容を概観し、研究の動
向から教育への示唆を得ることである。
Ⅲ．研究方法
１．文献選択
　医学中央雑誌 Web 版において、「看護基礎
教育」「清拭」のキーワードで、文献の種類を「原
著論文」で国内文献の検索を行った。細谷（2010）
が過去10年間の清拭に関する論文検討を行って
いるため、それ以降の約10年（2008 ～ 2019年
７月）の検索とした。さらに、これらの文献の
中で基礎看護技術における清拭の教育内容およ
び授業評価に関する研究、基礎看護技術のテキ
ストの記述内容の分析、清拭の技術に関する実
験的研究に関する文献を研究対象とした。
２．文献検討の方法
　抽出された文献は、研究内容を概観するため
に研究目的、研究対象、研究内容、今後の課題
について一覧表を作成し、研究者間で研究の動
向について分析した。
Ⅳ．結果
　「看護基礎教育」「清拭」のキーワードで文献
検索を行い83文献が抽出され、その中で学内に
おける清拭の授業（講義・演習）に関する10文
献を分析の対象とした（表１参照）。これらの
文献は、授業後の技術評価に関する研究３文献、
演習方法の検討に関する研究４文献、演習内容
の検討に関する研究３文献であった。研究対象
として除外した73文献の研究内容については、
実習に関する文献39件、技術演習に関する文献
20件、技術評価に関する文献８件、その他６件
であった。
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　清拭の研究に関する研究の動向は、年代毎に
清拭の援助に関する研究数は減少している。基
礎看護学に関連する研究の動向においては、
2015年までは臨地実習における清拭の援助に関
する研究や技術演習について焦点化された内容
などが散見されるが、2016年以降は演習方法・
表１　抽出された83文献の研究内容分類
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内容や授業評価に関する幅広い視点で技術演習
を捉えている傾向がある。その他の領域におい
ては、人口構造の変化に伴い小児・母性領域で
の研究数は減少し、在宅・高齢者に関する研究
が行われている。
１．授業後の技術評価に関する研究（表２参照）
１）教員評価による「清拭」の課題
　技術確認および再技術確認での教員評価から
清拭の技術習得状況について分析した研究（清
水ら，2018）では、技術確認と再技術確認で習
得できていなかった技術として〈拭き残し部位
があり効率よく拭いていない〉〈タオルを肌に
密着させて平らな面で拭いていない〉〈タオル
の絞り方とすすぎ方が適切にできない〉の３項
目が挙げられていた。基本的な技術習得の時期
には、泡立て方や汲む湯量の適切な方法、湯の
調節やタオルの扱い方のコツ、湯温確認の認識
を高める支援の必要性が述べられていた。
　近藤ら（2019）による清拭の技術確認および
再技術確認の教員評価では、「拭き残し部位が
なく、効率よく拭いている」、「環境への配慮（危
険がなく、物品の置き場所、音、水はねなどに
配慮し安全に実施できる）」が課題として挙げ
られた。
　２つの文献から、技術確認を通した教員評価
による清拭の課題としては、石鹸の泡立て方お
よび拭き方や石鹸の拭き取り方などに必要なタ
オルの扱い方についての技術習得が課題であっ
た。
２）学生評価による「清拭」の課題
　就床患者の全身清拭の技術習得において、学
生が抱いている「困難」についての研究（藤尾
ら，2015）では、全身清拭の演習後に学生が演
習実施評価表の『自己の課題』に記述した振り
返りの記録を分析した結果、【個別性に基づい
た計画立案と実施】【日常生活で他者に提供す
ることの少ない技術の実施】【複数行動を実施
するときの対応】【患者を尊重した対応】【目的
に合わせた物品配置】【緊張感のある中での実
施】の６つのコアカテゴリーが生成された。【個
別性に基づいた計画立案と実施】の困難として、
［患者の条件に合わせた順序性を考慮した計画
立案］［計画立案したことを忘れずに適切に実
施すること］が記述されていた。【日常生活で
他者に提供することの少ない技術の実施】の困
難として、［麻痺のある患者や臥床患者に対し
て人体の構造に基づいた技術を実施すること］
［状況に合わせながら自分の感覚を使って湯温
を調整すること］［タオルやせっけんを使って
他者の身体を適切に拭くこと］が記述されてい
た。【複数行動を実施するときの対応】の困難
として、複数行動を同時に実施したり、その順
序性を考える難しさが記述されていた。【患者
を尊重した対応】の困難として、［患者の気持
ちやプライバシーを考慮して行動すること（患
者の気持ちや負担感、心地よさを考えながら実
施すること）］［患者が理解できるように説明し
承諾を得ること］に困難を抱いていた。【目的
に合わせた物品配置】の困難としては、安全お
よび作業領域を考慮した物品配置が難しく、【緊
張感のある中での実施】の困難としては、時間
内で素早く、無駄なく適切に実施する難しさが
記述されていた。
　小林ら（2013）による研究によって、学生に
よる技術演習前後の「清拭の技術自己評価シー
ト」から技術習得を困難と感じている項目が明
らかにされた。学生の習得度が低い項目は、「作
業領域の確保」「湯の管理」などであった。演
習後の自己練習で学生は、全身清拭の拭き方の
練習が中心となり、物品の配置はあまり重要視
していなかった。また、湯の温度を管理しつつ、
患者に提供するウォシュクロスを絞るという二
重構造の項目は、学生にとって複雑な技術と認
知されていた。「全身清拭の拭き方」は、演習
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前後ともに平均点を下回る項目が多く、講義と
演習後に自己練習を反復し、湯の管理やウォ
シュクロスの絞り方まで習得できる技術指導が
必要であると述べられていた。
　２つの文献から明らかとなった学生の自己評
価による清拭の課題は、清拭に用いる湯温の管
理と、湯温の管理をしながらウォシュクロスを
絞るという複数行動を同時に行わなければなら
ない技術であった。また、学生は物品配置をあ
まり重要視していないなど、安全および作業領
域の確保について指導が必要である。
２．教育内容の検討に関する研究
１）演習方法の検討に関する研究（表３参照）
　清拭技術における洗浄剤を固形石鹸から液体
石鹸に変更した授業の再構築についての研究
（近藤ら，2019）において、学生は日常的に液
体石鹸を使用していたが、69.4％の学生泡立ち
やすいナイロンタオルを用いており、フェイス
タオルの使用は２％に過ぎず、拭く・泡立てる・
すすぐという行為を日常生活の中で２～３割の
学生が全く行っていなかった。そのため、学生
は「タオルを肌に密着させて平らな面で拭く」
ことを、清拭の技術確認後に課題として挙げて
いた。さらに、清拭は、ベースンの湯量と湯温、
タオルの温度を一定に保持しながら、寝衣交換
を合わせて行う複合的な援助である。そこで、
看護技術の基本的な原理原則を習得する段階に
ある１年次生は、１つ１つの手技の意味と効率
性を考えながら技術を統合できるように、タオ
ルの基本的な用い方や拭き方の技術習得を強化
する必要性が述べられていた。
　城野（2016）による研究において、技術習得
の段階によって視聴覚教材（DVD）の活用方
法の変化から、看護学生の学習体験の構造につ
いて明らかにされた。学生は、練習前の段階に
おいて全身清拭の全体の流れや手順を確認し全
体像を把握することを目的に視聴覚教材を活用
していた。その後、全身清拭の一連の実践が可
能になった技術習得の段階では、視聴覚教材を
活用する目的は実践内容の自己評価・修正で
あった。そこには、練習前の全体像把握で生じ
た疑問を確認するために、焦点化した視聴覚教
材の使用によってポイントを絞った疑問の解決
に繋がり、視聴覚教材を反復使用することで情
報処理能力が高まりイメージ化が促進されてい
たと述べられている。学生はこのプロセスの中
で「よりよい方法の思案」「対象の状態・状況
に応じた応用の思案」する学習の発展や、知識・
技術の新たな気づきが生まれ、学生自身が思考
することで知識が定着する学習体験の構造が明
らかにされている。
　石川（2015）の研究において、学内演習で学
生が学んでいる全身清拭の知識項目と臨床で行
われている全身清拭の相違、学内演習で使用し
ているテキストに記されている実施方法と臨床
で行われている全身清拭の手順の相違が明らか
にされた。知識に関しては、相違が７項目あり
「露出を最小にする」「プライバシーのためバス
タオルで覆う」という項目が知識としては重要
とされながらも臨床では実施されていなかった。
臨床での全身清拭と学内演習で使用しているテ
キストに記されている手順に関する相違は４項
目あり、臨床では「使用物品」「予洗い」「覆い
をかけて露出を最小限」「乾布で拭き取り」が
実施されていなかった。全身清拭の所要時間に
ついては、臨床看護師とともに著者が実施した
清拭は10分間、演習では50分間の設定であった。
演習の時間設定は、身体を拭くということに加
えて、作業環境を整え、患者の露出を少なくす
るための動線や最小の負担で行う体位変換など
複合した技術を学ぶ時間であり、患者体験によ
り疲労感や心地よさ、不快、羞恥心など知識だ
けでなく実感して学ぶ重要な時間である。
　岡本ら（2012）による看護技術教育に実験を
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導入した効果についての研究では、洗浄剤の違
いが皮膚に与える影響を数値として具体的に観
察したことで、皮膚表面の pH を弱酸性に保つ
ための洗浄剤の選択と、水分が不足している場
合の洗浄剤の選択について学生全員が正しく理
解することができていた。また授業評価を目的
に行ったアンケートの結果、【患者個々の状態
に適した洗浄剤・洗浄具を選択することができ
る】【実験を導入することにより学習の理解を
深めることができる】と実験を導入した授業を
評価していた。実験を導入した看護技術教育は
知識の提供に留まらず、学生が理解した原理や
根拠を応用して論理的思考から対象の個別性に
配慮した使用物品を選択し、皮膚の統合性を適
応状態に保つための看護介入の実施に繋がって
いた。
　４つの文献による演習方法の検討から、看護
技術の基本的な原理原則を習得する段階にある
学生が、複合した技術である清拭の援助の技術
を習得するためには、１つ１つの手技の意味と
効率性を考えながら技術を統合できるような指
導が必要であると考える。その上で、学習した
知識が定着するためには、学生自身がより良い
方法や対象の状態に応じた応用を思案したり、
実験を通して原理や根拠を応用した援助を考え
ることで学習が発展するなど、知識・技術の新
たな気づきが生まれるような演習方法の検討が
必要である。また、学内での演習は単に身体を
拭くだけではなく、学生は患者体験により、清
拭による疲労感や心地よさ、不快、羞恥心など
を知識だけでなく実感を通して学ぶことが重要
である。
２）演習内容の検討に関する研究（表４参照）
　中川ら（2016）による研究において、４年制
看護系大学における基礎看護学領域の教授・准
教授が、全身清拭を実施するために最低限必要
と考える知識項目について調査を行った。その
結果、最低限必要と考える知識として51％以上
の同意の得られた項目は、139項目中102項目で
あった。その中で28項目が80％以上の高い同意
の得られた項目であり、〈清拭援助の全身への
効果〉〈清潔援助の方法の選択を判断するため
の観察の視点（全身状態、皮膚・粘膜の状態、
セルフケア能力、日常の清潔習慣）〉〈入浴動作
に伴う循環器・呼吸器への影響〉〈全身清拭の
目的〉〈全身清拭の手順（患者への説明と同意、
バイタルサイン測定など）〉〈全身清拭実施時の
留意点（熱傷防止、皮膚・全身状態の観察など）〉
のであった。低い同意率（51 ～ 69％）となっ
た知識項目は50項目と一番多く、〈皮膚・粘膜
の構造〉、〈皮膚・粘膜の機能〉、〈入浴禁忌の条
件〉、〈清潔援助方法の選択を判断するための観
察の視点（治療内容・既往歴・精神的要因・年
齢・性別〉、〈全身清拭の手順（身だしなみを整
える、患者をねぎらうなど）〉、〈全身清拭実施
時の留意点（適切な洗浄剤や沐浴剤を選択し使
用する）〉であった。これらの低い同意率の知
識項目には患者理解につながる知識項目を含ん
でおり、基礎看護学領域の教授・准教授らは、
学内における机上での学習を臨床実習に結び付
けるために必要な知識項目であると考えている
が、原則に沿った基本的な知識項目をより重要
な知識項目として考えていた。
　川口（2010）らの研究によると、基礎看護技
術のテキスト７誌の「全身清拭」に関する記述
は20項目に整理され、いずれにも記述されてい
たのは「プライバシーの保護」「準備物品」「拭
く順序」「拭き方」「掛け物・水分の拭き取り・
保温」「陰部清拭」の６項目であった。看護基
本技術を支える態度や行為の構成要素の８要素
のうち、「知識と判断」「実施と評価」「プライ
バシーの保護」「対象者への説明」「安全・安楽
確保」の５要素に関連する記述が多かった。「指
示確認・報告・記録」「個別性への応用」「家族
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相談・助言」の３要素に関しては記述が少な
かった。
　馬醫ら（2008）の研究によると、基礎看護技
術のテキストでは「石けん＋ウォッシュクロス
＋お湯」を用いた清拭が日米のテキスト全てに
記載されており、スタンダードな教育内容であ
ると考えられたが、臨床では「温タオル」を用
いた清拭が普及していた。清拭の方法について、
バケツに準備する湯の温度は54 ～ 60℃、べー
スンのお湯の温度は実施者の手を入れられる最
高温度（50 ～ 52℃）、皮膚にあたる洗布の温度
は40 ～ 45℃という記載が多かった。プライバ
シーの保護について、全ての教科書で清拭部位
以外は綿毛布とバスタオルで覆う」と記載され
ていたが、臨地実習に出た学生からは「綿毛布
もバスタオルも使われておらず覆われていな
かった」という言葉も聞かれ、清拭に対する患
者満足度の中で重視する項目としてプライバ
シー保護が挙げられているため、臨床の実態を
踏まえた教育内容の検討を行う必要があると述
べられている。
　基礎看護技術のテキストには、看護基本技術
を支える態度や行為の５つの構成要素「知識と
判断」「実施と評価」「プライバシーの保護」「対
象者への説明」「安全・安楽確保」に関連する
記述が多く、基礎看護技術を教授する教員も、
全身清拭を実施するために最低限必要と考える
知識項目として、全身清拭の手順としては、説
明と同意・バイタルサイン測定を行い状態を判
断する・患者に所要時間と方法を説明する・物
品を適切に配置する・排泄の有無の確認するこ
と、実施時の留意点としては熱傷させない・皮
膚と全身状態の観察を行う・声掛けを行う・患
者ができる所は自分で拭いてもらう・過度の疲
労を与えない・露出を最小限にすることが考え
られていた。しかし、臨床においては、清拭の
患者満足度の中で重視されるプライバシー保護
は実施されていない現状が明らかにされていた。
Ⅴ．考察
　本研究で分析対象とした10文献は、学生の自
己評価及び教員評価から技術の習得状況を評価
し、今後の課題を明らかしたもの（技術評価に
関する研究）、視聴覚教材の活用法や洗浄剤の
検討、臨床技術との比較、実験の導入等（演習
方法の検討に関する研究）、テキストの記述内
容の比較（演習内容の検討に関する研究）等で
あった。これらの文献から、過去10年間（2008
～ 2019年７月）の期間における「清拭」の看
護技術教育に関する研究からみえる現状と今後
の課題について考察する。
１．「清拭」の看護技術教育における現状
　今回分析対象とした、学生による技術演習前
後の「清拭の技術自己評価シート」から困難と
している項目を明らかにし教育の要点を見出し
た研究（小林ら、2013）や、清拭技術における
洗浄剤を固形石鹸から液体石鹸に変更した授業
の再構築についての研究（近藤ら，2019）で、
困難な項目として挙げられている内容をみると、
「清拭」がいかに複雑で複合的な要素を含み、
かつ多様な配慮が必要な援助であるため、学生
にとって非常に難易度の高い援助であるかとい
うことがわかる。例えば、「湯温の管理をしな
がら、適度な水分量のタオルを絞り、最小限の
露出で保温に配慮しながら、部位に応じた拭き
方で拭く」といったことである。基本的な技術
としては、湯の管理、タオルの扱い方、洗浄剤
の扱い方に関しては、清潔援助に共通する手技
であるため実施できるレベルでの習得を目指し
たいと考える。また、保温やプライバシー保護
といった対象に応じた配慮や、看護師の動線や
作業領域の確保に関連する物品配置については、
必要性の理解までは出来たとしても、それらを
基本的な技術と合わせて実施することは、２年
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次までの基礎看護技術の学習として習得するこ
とは難しく、臨地実習での経験や他領域での継
続的な学習へと繋ぎ、支援していくことが望ま
れる。
　また、自立的かつ継続的な学習支援のために
は、学習環境の整備や工夫が必要である。分析
対象の研究においても、学生が抱いている「困
難」についての研究（藤尾ら，2015）や技術確
認および再技術確認での教員評価から技術習得
状況について分析した研究（清水ら，2018）は、
学習プロセスで出てくる困難ごとや未習得の事
柄を明らかにし、今後の教育に役立てることを
目的に行われた研究である。これらは繰り返し
研究されているテーマであり、基礎看護技術教
育においてはいつの時代にも課題となる内容で
あることが考えられた。技術を身につけるに当
たっては、単に手順書通りの真似事ではなく、
原理原則と根拠を理解した上で、様々なことに
配慮しながら実践する技術を習得するためには、
技術練習と知識・技術の確認をくり返しながら
積み上げていくプロセスが必要である。何が出
来て、何が出来ないか、ということを丁寧に振
り返り、出来ることを増やしていくといった地
道な継続的努力が必要である。これらを学生に
指導していくことは、この学習時期ならではの
教育の基本ともいえるのではないだろうか。
　看護基礎教育検討会報告書（厚生労働省，
2019）に、「近年、若い世代においては、住環
境の変化や科学技術の進歩等により、これまで
に比べ人間関係の希薄化や生活体験の不足が進
んでいる。看護職員として働くためには、対象
の多様なスタイルや文化等を理解することが求
められる」とある。時代と共に少しずつ学生の
日常における生活体験が変化し、看護の対象と
なる高齢者との常識範囲の共有が難しくなって
いることが否めない。そういった意味でも、学
生自身の清潔習慣の実際の理解（近藤ら，
2019）も必要であり、学生の理解を促進するた
めに視聴覚教材の活用（城野，2016）や実験を
取り入れた授業（岡本ら，2012）などを活用し、
体感的に学ぶような教育方法の工夫も必要であ
ろう。
　演習内容の検討に関する研究において、複数
のテキストの記述内容を分析した研究（中川ら，
2016、川口ら，2010、馬醫ら，2008）は、本論
文と類似した過去10年間の「清拭」に関する研
究内容を分析した先行研究（細矢，2010）には
含まれていなかった内容であり、この10年間の
動向の特徴であると言える。これらのことから、
時代とともに変化する学生に対して、教授すべ
き内容を吟味していく上で必要な研究であり、
必要なテキストを精選していく情報ともなり得
る。
２．看護技術教育における今後の課題
　石川（2015）の研究において、学内演習で学
生が学んでいる全身清拭の知識項目と臨床で行
われている全身清拭の相違、学内演習で使用し
ているテキストに記されている実施方法と臨床
で行われている全身清拭の手順の相違が明らか
にされた。三輪木（2004）の研究において、臨
床では「タオルの扱い方」、「清拭後の水分のふ
き取り・乾かす」、「バスタオルを用いて不必要
な露出を避け、保温する」に注意が払われてい
なかったという報告がある。石川（2015）にお
いても、臨床では「使用物品」「予洗い」「覆い
をかけて露出を最小限」「乾布で拭き取り」が
実施されていなかったといった報告がある。臨
床現場では、いつの時代も時間短縮のために、
同様な技術の簡略化が行われており、それは看
護師自身も自覚しているが、一向に改善されて
いないことが示唆される。多忙な臨床の中では、
時間短縮のために効率性を優先した援助が行わ
れているとあるが、患者へのプライバシーや保
温への配慮に関して援助を省略してはならない
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と考える。学生が学習した原理原則が、臨床で
の経験によって安易に情報が上塗りされて変容
していく可能性が危惧される。したがって、学
生は常に原理原則に立ち戻り、大切にすべきこ
とを考え直すことができるよう繰り返し学習す
ることが必要である。
　松村ら（2014）の看護師が行う清潔ケアに対
する入院患者の認識に関する研究において、「看
護師から清潔ケアを受けている患者は、きめ細
やかな清潔ケアを受けることや適切な時間と方
法で提供してくれることに満足感を得ていた。
しかし粗雑なケアに対しては不満を抱いてい
た」という結果からも、患者への気配りや配慮
ある援助は絶対条件である。
　近年、フェイスタオルやウォッシュクロスに
替えてディスポーザブルタオルを取り入れてい
る病院もあり、石鹸清拭と同様に快適感や爽快
感を得られること、綿タオルよりも清浄度が高
く、効率が良いことが報告されている。一方で
は皮膚表面温度が低下するという問題点が指摘
され、綿タオルの保湿性の方が優れているとい
う報告もある（宍戸，2016）。臨床で行われて
いる実態を把握しつつ、明らかになっているエ
ビデンスと慣習として行っていることを明確に
し、時間短縮のための安易な簡略化にならない
ようにしていく必要性がある。臨床現場との乖
離については、教員はその内容を把握した上で
の教育が必要であり、学生が感じるギャップに
対しては、その都度、原理原則に立ち戻って考
えさせることで、繰り返し意識させる教育が必
要であろう。
Ⅵ．結論
１．「清拭」は複雑で複合的な要素を含み、か
つ多様な配慮が必要であるため、学生に
とって非常に難易度の高い援助であるが、
清潔援助に共通する湯の管理、タオルと洗
浄剤の扱い方は、基本的な技術として習得
を目指す手技である。
２．学生の日常における生活体験の変化に合わ
せて、視聴覚教材の活用や実験を取り入れ
た授業によって、体感的に学ぶような教育
方法の工夫が必要である。
３．学生が学内演習で学んでいる清拭に関する
知識項目とテキストに記されている手順は、
臨床で行われている清拭と乖離がある。そ
こには、多忙な臨床の中で、時間短縮のた
めに効率性や簡便性を優先せざるを得ない
現状は否めないが、患者への配慮である保
温やプライバシーへの配慮については、簡
略化してはならない教育内容である。
４．臨床現場との乖離については、学生が感じ
るギャップなどの内容を把握した上で、明
らかにされているエビデンスと慣習で行っ
ている技術について、原理原則に立ち戻っ
て考えることができるような教育が必要で
ある。
Ⅶ．本研究の限界と課題
　今回は、「清拭」に関しての基礎看護技術教
育に焦点を当て、看護教育機関を主として原著
論文に限定して文献検討したため、分析対象が
10論文と少なかった。したがって、過去10年の
動向を把握する限界があった。今後は、他の看
護学領域の授業や臨地実習での学び等の文献の
分析も含め、卒業時までの学習の積み上げや発
展についても検討し、病院のみならず在宅も含
めた看護の場や対象を見据えた適応幅の広い技
術の教授について考えていく必要がある。更に、
検討の範囲と立場を拡大し、「清拭」が教育的
視点のみならず、様々な場所で働く看護師の視
点や看護を受ける患者・家族の視点などからも
調査し、多角的に「清拭」という技術について
探究していきたい。
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る
段
階
で
は
、
学
生
個
々
の
課
題
を
明
確
に
す
る
支
援
の
必
要
性
、
集
中
的
な
練
習
環
境
の
調
整
の
必
要
が
あ
る
。
A
大
学
看
護
学
部
の
学
生
が
技
術
習
得
に
お
い
て
抱
い
て
い
る
「困
難
」　
一
時
的
導
尿
と
就
床
患
者
の
全
身
清
拭
に
焦
点
を
あ
て
て
（藤
尾
ら
）
2
0
1
5
一
時
的
導
尿
と
全
身
清
拭
の
技
術
習
得
に
お
い
て
学
生
の
抱
い
て
い
る
「困
難
」の
内
容
と
共
通
性
・差
異
を
明
ら
か
に
す
る
．
導
尿
と
全
身
清
拭
の
演
習
後
に
学
生
が
演
習
実
施
評
価
表
の
『自
己
の
課
題
』に
記
述
し
た
振
り
返
り
の
記
録
を
分
析
し
た
質
的
記
述
的
デ
ザ
イ
ン
基
礎
看
護
技
術
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
修
得
し
て
お
り
研
究
参
加
に
同
意
が
得
ら
れ
た
学
生
1
6
7
名
。
学
習
段
階
：
2
年
生
（1
1～
3
月
）
全
身
清
拭
の
演
習
実
施
評
価
表
を
分
析
し
た
結
果
，
3
3
 サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
，
1
3
 カ
テ
ゴ
リ
ー
，
6
つ
の
コ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
生
成
さ
れ
た
。
コ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
【個
別
性
に
基
づ
い
た
計
画
立
案
と
実
施
】【
日
常
生
活
で
他
者
に
提
供
す
る
こ
と
の
少
な
い
技
術
の
実
施
】【
複
数
行
動
を
実
施
す
る
と
き
の
対
応
】
【患
者
を
尊
重
し
た
対
応
】【
目
的
に
合
わ
せ
た
物
品
配
置
】【
緊
張
感
の
あ
る
中
で
の
実
施
】の
６
コ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
生
成
さ
れ
た
。
便
利
な
生
活
用
品
の
普
及
と
生
活
用
品
の
電
子
化
に
よ
り
，
身
体
機
能
を
使
わ
ず
に
必
要
な
動
作
の
で
き
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
な
か
で
，
身
体
機
能
を
使
う
よ
う
な
看
護
技
術
を
他
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
，
学
生
の
身
体
機
能
を
高
め
て
い
く
よ
う
な
課
題
の
提
示
と
，
他
者
に
提
供
す
る
と
い
う
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
．
看
護
学
生
の
全
身
清
拭
の
技
術
習
得
過
程
に
お
け
る
指
導
強
化
項
目
の
1
考
察
（小
林
ら
）
2
0
1
3
全
身
清
拭
の
技
術
習
得
項
目
で
学
生
が
困
難
と
し
て
い
る
項
目
を
明
ら
か
に
し
，
技
術
教
育
の
要
点
を
見
い
出
す
．
「清
拭
の
技
術
自
己
評
価
シ
ー
ト
」に
よ
る
技
術
習
得
理
解
度
の
調
査
4
3
名
の
全
身
清
拭
の
演
習
時
の
『技
術
自
己
評
価
シ
ー
ト
(全
1
9
項
目
)』
学
習
段
階
：
1
年
生
（7
～
1
0
月
）
・「
作
業
領
域
の
確
保
」や
「湯
の
管
理
」な
ど
を
困
難
に
感
じ
て
い
た
．
・演
習
後
に
は
「想
像
や
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」．
学
生
が
自
己
を
振
り
返
り
つ
つ
学
修
す
る
中
で
講
義
の
内
容
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
理
解
度
を
促
進
し
た
．
・教
員
が
演
習
後
も
学
生
の
自
己
練
習
を
指
導
し
た
り
，
練
習
場
面
を
観
察
し
た
こ
と
で
、
実
技
を
伴
う
基
礎
看
護
技
術
の
習
得
に
は
反
復
練
習
の
必
要
性
に
気
づ
き
，
行
動
が
変
容
し
た
．
・演
習
後
の
自
己
練
習
で
は
，
全
身
清
拭
の
拭
き
方
の
練
習
が
中
心
と
な
り
，
物
品
の
配
置
は
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
．
・湯
の
温
度
を
管
理
し
つ
つ
，
患
者
に
提
供
す
る
ウ
ォ
シ
ュ
ク
ロ
ス
を
絞
る
と
い
う
二
重
構
造
の
項
目
は
，
学
生
に
と
っ
て
複
雑
な
技
術
と
認
知
さ
れ
て
い
る
．
・「
全
身
清
拭
の
拭
き
方
」は
，
演
習
前
後
と
も
に
平
均
点
を
下
回
る
項
目
が
多
く
，
講
義
と
演
習
後
に
自
己
練
習
を
反
復
し
，
湯
の
管
理
や
ウ
ォ
シ
ュ
ク
ロ
ス
の
絞
り
方
ま
で
習
得
で
き
る
技
術
指
導
が
必
要
で
あ
る
．
「作
業
領
域
の
確
保
」や
「湯
の
管
理
」な
ど
，
学
生
の
習
得
度
が
低
い
項
目
を
把
握
し
，
講
義
・演
習
・
反
復
練
習
を
促
し
，
学
生
の
行
動
変
容
に
繋
が
る
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
．
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表
３
　
演
習
方
法
の
検
討
に
関
す
る
研
究
文
献
発
行
年
次
題
課
の
後
今
容
内
期
時
習
学
と
象
対
法
方
究
研
的
目
究
研
清
拭
技
術
に
お
け
る
固
形
石
鹸
か
ら
液
体
石
鹸
へ
の
洗
浄
剤
変
更
に
伴
う
授
業
の
再
構
築 （近
藤
ら
）
2
0
1
9
清
拭
技
術
に
お
け
る
固
形
石
鹸
か
ら
液
体
石
鹸
へ
の
洗
浄
剤
変
更
に
伴
う
授
業
の
再
構
築
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
記
述
内
容
は
質
的
分
析
、
数
値
デ
ー
タ
は
単
純
集
計
1
年
次
学
生
　
9
9
名
（学
内
・看
護
学
領
域
内
に
お
け
る
検
討
内
容
及
び
学
生
へ
の
指
導
内
容
、
評
価
に
関
す
る
も
の
、
講
義
・演
習
の
授
業
案
、
授
業
の
配
布
資
料
等
）
学
習
時
期
：
7
～
1
2
月
方
法
を
変
更
す
る
に
あ
た
り
、
臨
床
の
現
状
と
文
献
の
記
述
を
確
認
し
た
う
え
で
、
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
把
握
す
る
た
め
に
学
生
自
身
の
入
浴
習
慣
を
調
査
し
、
液
体
石
鹸
を
用
い
た
清
拭
技
術
の
教
材
研
究
、
学
生
の
技
術
習
得
状
況
を
踏
ま
え
た
到
達
目
標
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
円
滑
な
導
入
・学
習
効
果
に
つ
な
が
る
。
日
常
生
活
体
験
の
少
な
い
学
生
の
現
状
か
ら
タ
オ
ル
の
基
本
的
な
用
い
方
と
共
に
清
拭
の
主
目
的
を
果
た
す
拭
き
方
の
技
術
習
得
を
強
化
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
ま
た
、
清
拭
技
術
は
、
寝
衣
交
換
を
合
わ
せ
て
行
う
複
合
的
な
援
助
で
あ
る
た
め
、
一
つ
一
つ
の
手
技
の
意
味
や
効
率
性
を
考
え
な
が
ら
技
術
を
統
合
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
学
内
授
業
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
実
習
に
お
け
る
清
拭
技
術
の
経
験
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
「清
潔
・衣
生
活
」の
看
護
技
術
習
得
に
向
け
、
視
聴
覚
教
材
を
活
用
し
た
看
護
学
生
の
学
習
体
験
（城
野
ら
）
2
0
1
6
「清
潔
・衣
生
活
」の
看
護
技
術
習
得
に
向
け
、
視
聴
覚
教
材
を
活
用
し
た
看
護
学
生
の
学
習
体
験
を
明
ら
か
に
す
る
。
質
的
帰
納
的
研
究
（半
構
成
的
面
接
）
A
看
護
専
門
学
校
3
年
課
程
の
2
年
生
1
0
名
学
習
時
期
：
5
～
6
月
9
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
出
さ
れ
た
。
看
護
学
生
は
技
術
習
得
に
あ
た
り
【全
体
像
の
把
握
】【
反
復
使
用
】【
焦
点
化
し
た
使
用
】を
し
な
が
ら
視
聴
覚
教
材
を
活
用
し
【知
識
・技
術
の
再
確
認
】を
行
っ
て
い
る
。
学
習
が
進
む
中
で
【活
用
方
法
の
変
化
】が
生
じ
る
。
視
聴
覚
教
材
の
【反
復
使
用
】に
よ
っ
て
情
報
処
理
能
力
が
高
ま
り
、
イ
メ
ー
ジ
化
が
促
進
し
、
そ
の
結
果
【学
習
の
発
展
】や
【知
識
・技
術
の
新
た
な
気
づ
き
】が
生
ま
れ
、
自
ら
思
考
す
る
こ
と
で
知
識
が
定
着
し
て
い
る
。
同
じ
視
聴
覚
教
材
を
複
数
の
者
で
か
つ
能
動
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
思
考
す
る
機
会
と
な
り
、
自
己
評
価
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
他
の
看
護
技
術
に
も
共
通
す
る
体
験
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
視
聴
覚
教
材
学
習
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
、
個
々
の
学
習
体
験
の
違
い
や
特
徴
に
つ
い
て
分
析
を
深
め
る
こ
と
基
礎
看
護
技
術
教
育
に
お
け
る
「全
身
清
拭
」の
演
習
方
法
に
関
す
る
検
討
（石
川
）
2
0
1
5
臨
床
で
実
践
さ
れ
て
い
る
技
術
と
学
内
演
習
し
て
い
る
技
術
で
は
、
具
体
的
に
何
が
ど
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
か
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
今
後
の
学
内
演
習
内
容
や
進
め
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
参
加
観
察
（3
ヶ
月
間
の
出
向
で
の
経
験
）
分
析
対
象
数
等
不
明
学
内
演
習
と
臨
床
で
の
清
拭
手
順
の
比
較
（知
識
、
テ
キ
ス
ト
、
時
間
）を
行
っ
た
。
知
識
に
関
し
て
は
、
相
違
が
7
項
目
あ
り
「露
出
を
最
小
に
す
る
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
た
め
バ
ス
タ
オ
ル
で
覆
う
」と
い
う
項
目
が
知
識
と
し
て
は
重
要
と
さ
れ
な
が
ら
も
臨
床
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
手
順
に
関
し
て
は
、
「使
用
物
品
」「
予
洗
い
」「
覆
い
を
か
け
て
露
出
を
最
小
限
」「
乾
布
で
拭
き
取
り
」と
相
違
は
4
項
目
で
あ
っ
た
。
時
間
は
臨
床
で
は
1
0
分
、
演
習
で
は
5
0
分
間
の
設
定
で
あ
る
。
演
習
の
時
間
設
定
は
、
身
体
を
拭
く
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
作
業
環
境
を
整
え
、
患
者
の
露
出
を
少
な
く
す
る
た
め
の
動
線
や
最
小
の
負
担
で
行
う
体
位
変
換
な
ど
複
合
し
た
技
術
を
学
ぶ
時
間
で
あ
り
、
患
者
体
験
に
よ
り
疲
労
感
や
心
地
よ
さ
、
不
快
、
羞
恥
心
な
ど
知
識
だ
け
で
な
く
実
感
し
て
学
ぶ
重
要
な
時
間
で
あ
る
。
湯
を
使
う
か
否
か
、
時
間
短
縮
の
た
め
に
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
の
タ
オ
ル
を
用
い
る
の
は
現
実
的
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
温
度
変
化
の
影
響
や
対
象
の
個
別
性
に
合
わ
せ
た
タ
オ
ル
素
材
の
選
択
と
い
う
機
会
は
必
要
で
あ
る
。
学
生
の
う
ち
か
ら
体
の
観
察
を
す
る
た
め
に
十
分
な
か
つ
最
小
限
の
露
出
に
と
ど
め
て
清
拭
を
実
施
す
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
よ
う
教
育
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
全
身
清
拭
を
必
要
と
す
る
患
者
に
対
し
て
は
、
洗
浄
剤
を
乗
せ
る
前
に
肌
を
湿
ら
せ
る
と
い
う
行
為
や
清
拭
後
の
気
化
熱
を
防
ぐ
意
義
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
た
め
、
忙
し
さ
を
理
由
に
簡
略
化
し
て
は
な
ら
な
い
手
順
で
あ
り
、
そ
れ
を
簡
略
化
す
る
の
は
患
者
に
不
利
益
を
与
え
か
ね
な
い
行
為
で
あ
る
と
学
生
に
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
技
術
を
習
得
す
る
大
切
さ
や
面
白
さ
な
ど
の
体
験
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
結
果
、
練
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
喚
起
で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
験
を
導
入
し
た
看
護
技
術
教
育
の
効
果
　
防
衛
の
「皮
膚
の
統
合
性
」の
授
業
を
通
し
て
（岡
本
ら
）
2
0
1
2
『足
浴
』『
清
拭
』『
洗
髪
』の
看
護
技
術
で
使
用
す
る
洗
浄
剤
の
種
類
に
つ
い
て
、
実
験
を
通
し
て
pH
・水
分
量
・
洗
浄
力
の
相
違
を
理
解
さ
せ
，
個
別
性
に
配
慮
し
た
洗
浄
剤
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
な
看
護
技
術
教
育
を
実
施
し
た
そ
の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
．
実
験
研
究
基
礎
看
護
技
術
Ⅰ
を
受
講
し
た
看
護
学
科
1
年
生
7
8
名
学
習
時
期
：
1
1
月
【p
H
を
弱
酸
性
に
保
つ
】【
水
分
が
不
足
し
て
い
る
場
合
】の
洗
浄
剤
選
択
は
，
実
験
を
通
じ
て
ス
キ
ン
チ
ェ
ッ
ク
pH
メ
ー
タ
ー
や
モ
イ
ス
チ
ャ
ー
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
使
用
し
て
，
洗
浄
剤
の
違
い
が
皮
膚
に
与
え
る
影
響
を
数
値
と
し
て
具
体
的
に
観
察
し
，
そ
の
結
果
を
図
表
化
し
た
こ
と
で
論
理
的
思
考
か
ら
対
象
の
個
別
性
に
配
慮
し
て
使
用
物
品
を
選
択
し
，
皮
膚
の
統
合
性
を
適
応
状
態
に
保
つ
た
め
の
看
護
介
入
を
実
施
で
き
た
．
し
か
し
，
【汚
れ
が
強
い
場
合
】に
関
し
て
は
紙
上
事
例
の
皮
膚
状
態
を
考
慮
し
て
方
法
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
，
高
齢
者
の
皮
膚
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
学
生
が
皮
脂
分
泌
量
や
活
動
の
程
度
を
鑑
み
て
軟
弱
化
し
た
皮
膚
の
汚
れ
に
対
す
る
洗
浄
剤
を
選
択
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
．
実
験
を
導
入
し
た
看
護
技
術
教
育
は
、
学
生
の
興
味
・関
心
を
ひ
き
つ
け
看
護
技
術
の
科
学
的
根
拠
を
理
解
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
が
，
実
験
で
得
ら
れ
た
科
学
的
根
拠
を
よ
り
現
実
的
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に
は
､模
擬
患
者
参
加
型
の
授
業
を
導
入
す
る
等
の
工
夫
に
よ
っ
て
，
模
擬
患
者
に
よ
る
適
切
な
反
応
に
よ
っ
て
学
び
得
た
看
護
技
術
教
育
は
，
臨
床
現
場
に
対
応
で
き
る
た
め
の
知
識
や
技
術
の
基
盤
を
形
成
し
，
看
護
実
践
能
力
を
高
め
る
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
。
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文
献
発
行
年
次
題
課
の
後
今
容
内
象
対
法
方
究
研
的
目
究
研
教
育
現
場
が
求
め
る
全
身
清
拭
の
知
識
に
関
す
る
ミ
ニ
マ
ム
リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
デ
ル
フ
ァ
イ
法
に
よ
る
調
査
研
究 （中
川
ら
）
2
0
1
6
全
身
清
拭
を
実
施
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
，
必
ず
身
に
つ
け
る
べ
き
知
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
.
第
1
～
３
回
質
問
紙
調
査
を
行
い
，
デ
ル
フ
ァ
イ
法
を
用
い
た
量
的
記
述
的
研
究
4
年
制
の
看
護
系
大
学
に
お
け
る
基
礎
看
護
学
領
域
の
教
授
・准
教
 5
8
名
対
象
者
5
8
名
（1
回
目
質
問
紙
4
9
名
回
収
、
2
回
目
質
問
紙
4
9
名
回
収
、
3
回
目
質
問
紙
3
9
名
回
収
）
基
礎
看
護
技
術
に
関
す
る
教
科
書
5
冊
の
中
で
「全
身
清
拭
」の
記
載
部
分
に
つ
い
て
1
3
8
項
目
を
抽
出
し
，
そ
の
中
で
1
0
2
項
目
に
つ
い
て
5
1
%
以
上
の
同
意
率
で
あ
り
，
看
護
教
育
の
原
則
に
従
い
基
本
的
な
知
識
項
目
を
重
要
な
知
識
項
目
と
考
え
て
い
た
．
ま
た
，
こ
れ
ら
の
知
識
項
目
は
看
護
技
術
実
施
時
に
共
通
し
て
必
要
な
知
識
項
目
で
あ
り
，
臨
床
の
現
状
を
踏
ま
え
看
護
基
礎
教
育
に
反
映
し
て
い
た
．
高
い
同
意
率
の
知
識
項
目
は
，
＜
清
拭
援
助
の
全
身
へ
の
効
果
＞
＜
清
潔
援
助
の
方
法
の
選
択
を
判
断
す
る
た
め
の
観
察
の
視
点
（全
身
状
態
，
皮
膚
・粘
膜
の
状
態
，
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
，
日
常
の
清
潔
習
慣
）＞
＜
入
浴
動
作
に
伴
う
循
環
器
・呼
吸
器
へ
の
影
響
＞
＜
全
身
清
拭
の
目
的
＞
＜
全
身
清
拭
の
手
順
（説
明
と
同
意
・バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定
を
行
い
状
態
を
判
断
す
る
・患
者
に
所
要
時
間
と
方
法
を
説
明
す
る
・物
品
を
適
切
に
配
置
す
る
・排
泄
の
有
無
の
確
認
＞
＜
全
身
清
拭
実
施
時
の
留
意
点
（熱
傷
さ
せ
な
い
・皮
膚
と
全
身
状
態
の
観
察
を
行
う
・声
掛
け
を
行
う
・患
者
が
で
き
る
所
は
自
分
で
拭
い
て
も
ら
う
・過
度
の
疲
労
を
与
え
な
い
・露
出
を
最
小
限
に
す
る
）＞
で
あ
っ
た
．
低
い
同
意
率
と
な
っ
た
知
識
項
目
が
一
番
多
く
，
<
皮
膚
・粘
膜
の
構
造
>
、
<
皮
膚
・粘
膜
の
機
能
>
、
<
入
浴
禁
忌
の
条
件
>
、
<
清
潔
援
助
方
法
の
選
択
を
判
断
す
る
た
め
の
観
察
の
視
点
>
、
<
全
身
清
拭
の
手
順
>
、
<
全
身
清
拭
実
施
時
の
留
意
点
（適
切
な
洗
浄
剤
や
沐
浴
剤
を
選
択
し
使
用
す
る
）>
で
あ
っ
た
．
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
知
識
項
目
は
、
基
本
的
な
知
識
項
目
で
あ
り
，
繰
り
返
し
教
育
す
る
こ
と
で
知
識
が
定
着
し
、
学
生
が
重
要
性
を
認
識
で
き
る
．
「全
身
清
拭
」の
教
育
内
容
の
検
討
　
全
身
清
拭
に
関
す
る
基
礎
看
護
技
術
テ
キ
ス
ト
の
記
述
内
容
か
ら
（川
口
ら
）
2
0
1
0
「看
護
基
本
技
術
を
支
え
る
態
度
や
行
為
の
構
成
要
素
」に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
の
「全
身
清
拭
」
の
記
述
内
容
を
明
ら
か
に
し
，
今
後
の
基
礎
看
護
技
術
の
教
育
内
容
に
示
唆
を
得
る
．
文
献
検
討
2
0
0
3
年
以
降
発
行
の
基
礎
看
護
技
術
テ
キ
ス
ト
7
誌
テ
キ
ス
ト
7
誌
の
「全
身
清
拭
」に
関
す
る
記
述
は
2
0
項
目
に
整
理
さ
れ
、
い
ず
れ
に
も
記
述
さ
れ
て
い
た
の
は
「プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」「
準
備
物
品
」「
拭
く
順
序
」「
拭
き
方
」「
掛
け
物
・水
分
の
拭
き
取
り
・保
温
」「
陰
部
清
拭
」の
6
項
目
で
あ
っ
た
。
構
成
要
素
8
要
素
の
う
ち
、
「知
識
と
判
断
」「
実
施
と
評
価
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」「
対
象
者
へ
の
説
明
」「
安
全
・安
楽
確
保
」の
5
要
素
に
関
連
す
る
記
述
が
多
か
っ
た
。
「指
示
確
認
・報
告
・記
録
」「
個
別
性
へ
の
応
用
」「
家
族
相
談
・助
言
」の
3
要
素
に
関
し
て
は
記
述
が
少
な
く
，
共
通
し
た
見
解
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
．
記
述
の
少
な
い
3
要
素
に
つ
い
て
は
，
補
足
説
明
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
臨
地
実
習
や
専
門
分
野
科
目
等
で
の
学
び
の
深
ま
り
が
必
要
。
学
内
に
お
け
る
基
礎
看
護
技
術
演
習
に
つ
い
て
の
一
考
察
教
科
書
比
較
に
よ
る
全
身
清
拭
の
検
討
（馬
醫
ら
）
2
0
0
8
基
礎
看
護
技
術
の
教
育
内
容
を
見
直
す
た
め
、
教
科
書
を
対
象
に
内
容
を
比
較
し
資
料
を
得
る
．
文
献
検
討
・日
本
の
教
科
書
5
件
と
米
国
の
教
科
書
2
件
・医
学
中
央
雑
誌
で
2
0
0
3
年
～
2
0
0
7
年
の
全
身
清
拭
に
つ
い
て
の
文
献
教
科
書
で
は
「石
け
ん
+
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ク
ロ
ス
+
お
湯
」を
用
い
た
清
拭
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
が
、
臨
床
で
は
「湯
タ
オ
ル
」を
用
い
た
清
拭
が
普
及
し
て
い
た
．
石
け
ん
清
拭
は
慣
れ
た
看
護
師
で
も
実
施
に
時
間
を
要
し
、
効
率
の
良
い
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る
．
ど
の
程
度
の
割
合
で
臨
床
現
場
で
石
鹸
清
拭
を
行
っ
て
い
る
の
か
，
時
間
を
か
け
て
で
も
石
鹸
清
拭
を
行
う
事
が
本
当
に
患
者
に
と
っ
て
効
果
的
で
あ
る
の
か
，
お
湯
の
み
の
清
拭
と
石
鹸
清
拭
に
か
か
る
時
間
の
差
は
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
調
査
し
、
学
生
の
教
育
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．
表
４
　
演
習
内
容
の
検
討
に
関
す
る
研
究
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